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受賞機関　国土交通省北陸地方整備局松本砂防事務所

 松川 流路工整備事業
まつかわ

はじめに

　松川は長野・富山の両県境となる３,０００m級の雄大

な山並みが続く白馬連峰の白馬岳、唐松岳を水源と

し、多量な土砂流出を伴って広大な扇状地を形成し

ている。このため過去幾多の土砂災害が発生し、白

馬村に脅威を与えてきた。

　また、一方で白馬の雄大な山岳や澄みきった水と

緑の渓流、そして様々な動植物が生息する自然環境

を求め、四季を通じ多くの人々がこの地を訪れる。

　松川流路工整備事業は、人々の暮らしを土砂災害

から守るため計画し、河床の安定と流向規制を図る

ため昭和６３年に工事着手し、平成１４年に概成した。

事業の概要

　流　域　面　積：５８.２�

　計画対象流量：１/１００年確率　９２０�/sec

　現　河　床　勾　配：１/３２～１/３７

　計画河床勾配：１/４０～１/６５

　流　路　工　延　長：４,５５０m

　主　要　施　設：床固工１６基　護岸工６,４３０m

　　　　　　　　帯　工９基　（右）　３,３００m

　　　　　　　　　　　　　　（左）　３,１３０m

　事　業　期　間：昭和６３年度～平成１４年度

事業の特徴

　松川流路工整備事業は、平成２年度北陸地方建設

局（現北陸地方整備局）の景観モデル事業に認定さ

れ、景観検討委員会の提言を受けながら床固工群と

自然環境の保全の両立をめざし、景観・親水性・生

態系等へ配慮した河川整備に地域と一体となり積極

的に取り組んできた。

　整備にあたっては、

①河川内には、みお筋・瀬・淵をできるかぎり自

然のまま残す。

②護岸工は河床にある転石を利用した石積みの緩

傾斜護岸とする。

③床固工及び帯工の表面は転石張りとし、各床固

工にはイワナを中心とした魚類に配慮して魚道を

設置する。

④河川内に群生している河原グミ、ケショウヤナ

ギ等の河川特有の植生はできるかぎり保存する。

等の基本方針により実施した。

　竣工前の平成７年７月松川流域は、過去最大の出

水を記録した。それは、昭和３４年伊勢湾台風の通過

で甚大な被害が発生した時の約３倍にもおよぶ連続

雨量で６０１�に達した。しかし、この時、砂防堰堤や

床固工群などの整備が進められていたことにより、

昭和３４年災害時には流出家屋・浸水家屋が１１４戸もあ

ったものが、平成７年出水時には家屋被害は発生し

なかった。

　また、砂防施設の整備に伴い安全となった流域に

学校などの公共施設や住宅等の土地利用が拡大し、

高水敷整備を実施した空間を利用し毎年各種イベン

トが開催されている。
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